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「

リ

レ

ー

の

ア

ン

カ

ー

に

な

れ

な

い

や

つ

は

夢

な

ん

て

見

る

な｣
 

 

登

場

人

物 

慎

吾

（

１

７

）

高

校

生

、

主

人

公 

美

桜

（

１

７

）

高

校

生

、

ヒ

ロ

イ

ン 

た

く

み

（

１

７

）

高

校

生

、

美

桜

の

彼

氏 

             



 2 

◯

高

校

・

教

室

・

中

（

夢

） 

 
 

 
美

桜

（

１

７

）

、

窓

際

で

外

を

眺

め

て

い

る

。 

 
 

 

視

線

に

気

づ

い

て

、

前

を

向

く

。 

 
 

 

前

に

向

か

っ

て

、

笑

顔

で

手

を

振

る

。 

 

◯

高

校

・

テ

ラ

ス 

 
 

 

慎

吾

（

１

７

）

、

目

を

覚

ま

す

。 

 
 

 

屋

外

ス

ペ

ー

ス

の

壁

に

寄

り

か

か

っ

て

い

る

。 

 
 

 

ス

マ

ホ

を

操

作

す

る

。 

 
 

 

美

桜

と

の

ト

ー

ク

画

面

。

一

方

的

に

慎

吾

側

が 

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

送

る

ト

ー

ク

履

歴

。

既

読

の

文 

字

が

つ

い

て

い

な

い

。 

 
 

 

『

告

白

の

件

、

ど

う

な

り

ま

し

た

？

』

と

打

ち 

込

む

。 

慎

吾

、

指

で

地

面

を

ト

ン

ト

ン

す

る

。 

ス

マ

ホ

を

ポ

ケ

ッ

ト

に

し

ま

う

。 

 
 

 

バ

ッ

グ

の

中

か

ら

、

白

紙

と

ボ

ー

ル

ペ

ン

を

取 

り

出

す

。 

紙

に

『

あ

な

た

の

好

き

な

と

こ

ろ

』

を

箇

条

書 

き

で

書

い

て

い

く

。 
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◯

同

・

駐

輪

場 

 
 

 
美

桜

、

自

転

車

の

鍵

を

開

け

て

い

る

。 

 
 

 

慎

吾

、

入

口

付

近

で

少

し

隠

れ

な

が

ら

、

美

桜 

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

美

桜

の

前

ま

で

歩

い

て

い

く

。 

 
 

 

美

桜

、

慎

吾

に

気

づ

い

て

顔

を

見

上

げ

る

。 

 
 

 

慎

吾

、

足

元

が

落

ち

着

か

な

い

様

子

。 

慎

吾

「

こ

の

前

の

、

な

ん

だ

け

ど

」 

 
 

 

慎

吾

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

『

あ

な

た

の

好

き

な

と 

こ

ろ

』

リ

ス

ト

を

取

り

出

す

。 

慎

吾

「

僕

の

気

持

ち

で

す

。

あ

ー

。

あ

な

た

の

好

き

な 

と

こ

ろ

。

そ

の

１

。

髪

の

長

さ

が

ち

ょ

う

ど

い

い

」 

 
 

 

美

桜

、

口

を

開

い

て

、 

 
 

 

Ｔ

『

ご

め

ん

』 

 
 

 

慎

吾

、

真

っ

直

ぐ

に

美

桜

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

Ｔ

『

無

理

で

す

』 

 

◯

高

校

・

教

室

・

中

（

回

想

） 

 
 

 

美

桜

、

笑

顔

で

手

を

振

る

。 

 
 

 

慎

吾

の

横

を

素

通

り

し

て

、

た

く

み

の

元

に

走 
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っ

て

い

く

。 

 
 

 
さ

り

げ

な

く

た

く

み

の

手

を

握

る

。 

 
 

 

談

笑

中

の

女

子

高

生

た

ち

が

２

人

に

視

線

を

集 

め

る

。 

 
 

 

慎

吾

、

呆

然

と

２

人

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

回

想

終

わ

り

。 

 

◯

同

・

駐

輪

場 

 
 

 

呆

然

と

し

た

表

情

の

慎

吾

。 

 
 

 

美

桜

と

た

く

み

、

談

笑

し

な

が

ら

、

駐

輪

場

を 

出

る

。 

 
 

 

慎

吾

、
２

人

が

い

な

く

な

っ

た

の

を

確

認

し

て

、 

慎

吾

「

な

ん

で

そ

ん

な

や

つ

が

い

い

ん

だ

よ

！ 

足

が 

速

い

く

ら

い

し

か

取

り

柄

な

い

だ

ろ

！ 

ふ

ざ

け

ん 

な

、

ふ

ざ

け

ん

な

、

ふ

ざ

け

ん

な

！

」 

 
 

 

慎

吾

、

息

を

荒

げ

て

、

下

を

向

く

。 

慎

吾

「

な

ん

で…
…

！

」 

 
 

 

Ｔ

『

な

ん

で

そ

こ

に

俺

が

い

な

い

』 

 

◯

坂

道 



 5 

 
 

 

慎

吾

、

自

転

車

を

押

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。 
慎

吾

「

こ

の

後

ど

う

す

る

？ 

カ

ラ

オ

ケ

行

き

た

い

？ 
 

え

ー

こ

の

前

も

行

っ

た

ば

っ

か

じ

ゃ

ん

。

美

桜

、

全 

然

歌

わ

な

い

か

ら

疲

れ

る

ん

だ

よ

な

ぁ

。

え

？ 

好 

き

な

人

の

歌

を

ず

っ

と

聴

い

て

た

い

？ 
…

…

し

ょ 

う

が

な

い

な

ぁ

」 

 
 

 

慎

吾

、

坂

を

下

っ

た

と

こ

ろ

で

立

ち

止

ま

る

。 

 
 

 

横

を

向

く

も

、

誰

も

い

な

い

。 

 
 

 

後

ろ

を

向

く

も

、

誰

も

い

な

い

。 

 
 

 

『

ご

め

ん

。

無

理

で

す

』

の

テ

ロ

ッ

プ

の

乱

列 

す

る

。 

 

◯

空

（

数

日

後

） 

 
 

 

雲

が

泳

ぐ

よ

う

に

動

い

て

い

る

。 

 

◯

高

校

・

テ

ラ

ス 

 
 

 

慎

吾

、

呆

然

と

空

を

見

上

げ

て

い

る

。 

 
 

 

バ

ッ

グ

の

中

か

ら

、

白

紙

と

マ

ジ

ッ

ク

ペ

ン

を 

取

り

出

す

。 

紙

に
『

ご

め

ん

。
無

理

で

す

』
と

大

き

く

書

く

。 
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◯

同

・

駐

輪

場 

 
 

 
慎

吾

、

美

桜

の

自

転

車

の

前

に

立

っ

て

い

る

。 

 
 

 

サ

ド

ル

の

上

に

『

ビ

ッ

チ

！

』

と

書

か

れ

た

紙 

が

貼

ら

れ

て

い

る

。 

慎

吾

「…
…

」 

 
 

 

慎

吾

、

『

ご

め

ん

。

無

理

で

す

』

の

紙

を

上

に 

置

い

て

、

手

で

お

さ

え

る

。 

２

枚

と

も

剥

が

し

て

、
く

し

ゃ

く

し

ゃ

に

す

る

。 

慎

吾

「

嫌

い

に

な

れ

た

ら

苦

労

し

ね

え

よ

」 

 
 

 

慎

吾

、

美

桜

の

自

転

車

の

ペ

ダ

ル

を

撫

で

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

終

） 


